


本田光子（ほんだ みつこ）
東京藝術大学大学院美術研究科保存科学専攻
修士課程修了。九州歴史資料館、福岡市埋蔵文
化財センター、別府大学文化財学科教授を経て、
2003年より九州国立博物館設立準備室、2005年
開館時に博物館科学課長、2012年特任研究員。
2011年には「よみがえる国宝―守り伝える日本の
美―」により、曝涼から IPMまで日本の文化財保
存の歴史を辿る特別展を担当。退職後は文化財
保護行政の隙間を埋める活動の御手伝をしたい。

日髙真吾（ひだか しんご）
国立民族学博物館准教授。
元興寺文化財研究所研究員を経て、2002年より
現職。博士（文学）。民俗文化財の保存修復方法、
博物館における資料保存に関する研究をおこな
う。主な著書、編著書に、『女乗物―その発生経緯
と装飾性』（東海大学出版会、2008）、『記憶をつな
ぐ―津波災害と文化遺産』（千里文化財団、2012）、
『災害と文化財―ある文化財科学者の視点から』
（千里文化財団、2015）がある。
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実行委員
［委員長］三浦定俊（文化財保存修復学会理事長）　［副委員長］日髙真吾（国立民族学博物館）　［委員］荒井経（東京藝術大学）、
和田浩（東京国立博物館）、木川りか（九州国立博物館）、秋山純子（九州国立博物館）、志賀智史（九州国立博物館）
［事務局］NPO法人Knit-K〈代表 :西岡圭司〉

三浦定俊（みうら さだとし）
公益財団法人文化財虫菌害研究所理事長。
東京大学卒業、東京藝術大学大学院修了（保存
科学専攻）、東京国立文化財研究所保存科学部
研究員、保存科学部長等を経て副所長。2009
年から現職。一般社団法人文化財保存修復学
会理事長。保存環境づくりの観点から文化財
IPMの研究と普及を進めている。著書に「文化
財保存環境学（第2版）」（朝倉書店、2016）

木川りか（きがわ りか）
九州国立博物館学芸部博物館科学課長。
東京大学理学部生物化学科、同大学院博士課
程修了後、1993年より当時の東京国立文化財
研究所保存科学部に勤務。文化財の生物被害
対策に関する研究を 22 年間担当したのち、
2015年10月より九州国立博物館にて勤務中。

髙畑 誠（たかはた まこと）
宮内庁正倉院事務所保存課保存科学室員。
奈良大学文学部文化財学科卒業。愛媛大学大
学院農学研究科修士課程修了。イカリ消毒株
式会社を経て、2016 年より現職。専門は保存
科学。生物被害による文化財の劣化原因の究
明及び予防を中心に、収蔵環境についての調
査研究をおこなう。

間渕 創（まぶち はじめ）
三重県総合博物館展示・資料情報課学芸員。
東京藝術大学大学院美術研究科修士課程修了
後、東京文化財研究所客員研究員、東京藝術
大学助手などを経て、2011年より現職。博士（文
化財）。保存環境の計測と制御を専門とし、特に
博物館におけるカビのモニタリングや調査方法
について研究をおこなっている。また所属におい
ては、収蔵・展示環境管理の一環として IPMを
実施している。


